
続・富裕への良薬⑶
林 董一

いまの季節にふさわしい季語として、「薬

掘る」が。「歳時記」によれば、薬用の根茎

を掘りあけるのは、秋のなかば、まだ草木の

枯れてしまわないうちのこと、と。関連して

「千振引く」も。千振はセンブリ、リンドウ

科の二年草。開花期の全草を引いて乾燥させ

る。１０００回振り出しても、つまり煎じて

も、まだ苦味が残るところから、千振との名

が。生薬名の「当薬」も、「当（まさ）に薬」

の意味で、まさしく薬草の代表に相違ない。

粉末にしたり、煎剤にしたりして、消化不良、

胃痛などの健胃剤として、効能を発揮する。

千振のような苦薬で頭に浮ぶのは、前に紹

介した、「身代改正後の養生補薬」の創薬者。

脇坂義堂先生の「カネモウカル」薬の話題。

某地に、「カネモウカル」薬を調合し、拡販

をはかる店が。隣家には、「カネナクナル」

薬の製造販売元が営業するので、ことはやや

こしい。「カネモウカル」薬は、継続的服用

によって、金持になれること請けあい、との

熱っぽい宣伝に、客が押しかけ、「門前市を

なす」大盛況、と速断される読者も多いので

は。ところが、ところが、である。現実には

まったく正反対。「閑古鳥が鳴く」程閑散と

し、愛用者は数えるくらい。薬舗は衰微して

いく。「カネナクナル」ほうは、服薬すれば、

たちまた貧困におちいり、路頭に迷うこと疑

いなし、の毒薬。だれもが顔をしかめて遠ざ

けるはずだが、意外や意外、日を追って繁盛し、

顧客は増加の一途をたどる。それはなぜか。

「カネモウカル」薬方は、倹約、かんにん、

家業出精、正直、知足、実義、以上の６味を

主剤となし、柔和、謙遜、気量、発明の４味

に、慈悲の一片を加え、薬を煮出すにあたり、

人のひとたる道を順守、よくのみこんで腹中

におさめる。千振のように、長く口中に残る

苦さに、民衆は「良薬口に苦し」がわかって

いても、敬遠しがちになるのも無理ではない。

一方、「カネナクナル」ほう。美食、色欲、

遊芸、遊所、おごり、名聞、がまん、諸勝負、

諸相場、殺生好き、けんか、口論、不忠不孝、

家内不和合、諌言ぎらい、気まま勝手、不実

情、けち、無慈悲、よこしま、不敬、残虐、

へつらい、虚言の２４品を酒に十分ひたして
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おき、「本性がない」を一片そえ、無分別、

不養生、短気、いってつ、惰弱、不算用の６

味を加味した上、朝寝と家業不精を一杯にし

て煮沸する。薬物を指でなめると、すこぶる

口あたりがよい。気分が晴れ、浮世を忘れて、

身体が楽に感じられる。だから、自身だけで

なく、他人にもすすめ、常用者をふやす結果

に。千客万来、「カネモウカル」店の衰退を

横目に繁盛。だがしかし、毒素がしだいに体

内に充満し、大病におちいってしまう。「カ

ネナクナル」どころか、生命さえあやうい。

長者丸や富宅丸など、千振と同様口には苦

いが、やがて金持ちになれる良剤が、名古屋

で販賣されたとの情報は、まったくない。し

かし、明治の名古屋商人の中に、秘薬のユー

ザーはいる。いくたりか確実にいるのである。

 （未完）

センブリ
水野瑞夫・米田該典

『家庭の民間薬・漢方薬』による

当薬

（参考文献）
水野瑞夫・米田該典『家庭の民間薬・漢方薬』昭和59年　新日本法規出版
宮本又次『宮本又次著作集』2巻　昭和52年　講談社
林董一『尾張藩漫筆』　平成元年　名古屋大学出版社

（愛知学院大学名誉教授）
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インド亜大陸を走る
かねてからシルクロードに憧れてい
たが、現状では最もテロの危険がある
地帯である。ではせめて敦煌ぐらい見
ようかと思ったところ、どうも中国情
勢が悪くなった。一転してインド（シ
ルクロードからは外れるが）の空気に
この際浴びてみようと決めた。「金と
物」の西洋よりも今は「心の幸せ」の
東洋、その原点が見たかった。ところ
が、二人のお医者さんにこの件を相談
したら、ともに首を傾げられた。曰く
「マラリアが多い」「狂犬病の恐れあ
り」。事実はどうかは後で判るが、イ
ンドには医者が多いそうだからとりあ
えず英文の紹介状をもらって出発した。
2010年11月21日11時半、成田空港、イ
ンディア航空である。
デリーまで５時間の空路。時差は３
時間半で時計を戻せばよい。北インド
平原にさしかかると、雲海のかなたに
ヒマラヤが、白く遠く空と大地の青の
間に横たわっている。それは「神々し
い」としか言いようがない。それに比
し欧州のアルプスも美しさはあるが、
恐ろしい歴史の山脈だった。
デリー空港の新しいホールの壁面か
ら巨大な手の形の彫刻が５本、それぞ
れの印相と幻想的色彩でインドの夢の
ように並んでいるのには、期待感で胸
がわくわくしてきた。
そのままタージホテルへ着き泊まる。
このホテルは王宮風のインテリアや優
れたスタッフのサービスでデリー随一
とされる。今回のツアーでホテルはす
べて高級で、衛生的でほっと一安心。

我々ツアーは全14名で私が最年長であ
る。男性は４名。添乗員は小林嬢。
二日目の朝食はバイキングで汁物が

多いと感じたが、予想していたカレー
が一、二鍋で少なく、以下旅行中ずっ
と同じで、しかもピリ辛が少なかった
のは意外だった。だが季節によって辛
さが変化するかも知れぬ。
観光は広大なインド門付近の広場見

学から始まった。イギリス植民地時代
のデザインで、しかしインド人のプラ
イドが感じられ大統領官邸や国会議事
堂も落ち着いた雰囲気だ。
次は南郊外約15㎞の世界遺産でイス

ラム遺跡のクトゥブ・ミーナールへ向
かった。この国で大規模な建造物はイ
スラム系が多く、概ね石造である。途
中デリーの街を見たが人口千二百万の
大都市にもかかわらず雑然とした低層
建築が多く、道路も狭いのに自動車、
バイク、輪タクなどがクラクションを
勝手に鳴らして、渋滞して全く発展途
上国という感じである。
さて遺跡へ着くと、一本の高い塔が

目立つ。着陸直前の飛行機からも見え
た。高さ72.5ｍ、基盤径が14.5ｍで、５
層の下から赤砂岩、大理石、砂岩で築
かれている。塔の横にインド初のモス
クがある。小学生の一隊が賑やかに見
学して行った。ネクタイ付きの制服で、
デリーの上流階級の師弟と察せられる。
インドの人口は世界で二番目の12億

人で（数年のうちに中国を抜いて一位
になるという）貧富の差は凄まじい。
その上昔ながらのカースト制度もだい
ぶ携帯電話の普及などで緩んできたが
まだ過半数の地域で守られている。

聖なるガンジス
ツアーのガイドは、仏教聖地のブッ

タガヤー出身であるが、自身はイスラ
ムの家に生まれたという。痩せたイン
ド人が多いのに、マッチョで巨体で名
前をアシュラという。奈良興福寺の阿
修羅像を連想するが、全然イメージが
違う。大変な博学で、声も大きいし、
全く頼りになる男である。出発時に医
師から狂犬の虞れを聞いていた。事実、
遺跡には多くの野良犬がうろうろ群れ
ているので、アシュラに聞いたら「犬
にはこちらから手を触れないように。
ただし狂犬は犬同士で発生したら、自
然淘汰で殺してしまうから大丈夫」と
のことだ。自然淘汰とか食物連鎖とか
の凄い言葉の世界に入って来たことを
痛感した。午後、国内用空港から800㎞
東方のベナレスへ一時間半で飛行した。
ベナレス空港ロビーの一角で不思議な黒
ベールの30人くらいの一団がいた。特別
の方向を向いて土下座でうずくまってい
る。敬虔なイスラム教徒でメッカへ礼拝
しているのだ。この都市は宗教上の聖地
とされ、各宗徒が渾然と聖なる河ガンジ
スへ沐浴にくる。中東のエルサレムと
違って異教徒間の対立はなく、自らの心
の神仏に敬虔に祈る。
インド人の80％が古くからのヒン

ドゥー教徒であり、以下イスラム教、
キリスト教、シーク教、仏教、ジャイ
ナ教、ゾロアスター教その他と続き、
30くらいが主な宗教である。ついでに
語ると、言語も30語くらい、そして教
育と民主政治に必要な識字率は70％の
低さといわれる。これで一つのインド

中法人会

会員サロン
S A L O N

北部インド紀行̶1

会友　藤間工業株式会社 代表取締役会長　藤間 敏雄

インド門 夜明けのガンジス川
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という国かと首を傾げてしまう。
ベナレス市内は喧騒の巷である。子
連れのおばさんのバクシーシ（お恵み
要求）も寄って来る。今でも子どもの
手足を折り障がい者にしてお恵みをね
だる場合もあるという。街では見栄え
など考えないで、男は下シャツだけで、
上半身ハダカも多く、足はサンダルで
ある。女性は奇麗なサリーを一日中着
ている。
夕食はホテルでタンドリー・チキン
で釜で焼く製法。インドはカレー責め
だと覚悟していたがそんなことはない。
　３日目はこの旅のハイライトで最も
忙しい一日だった。４時起きで夜明け
前のガンジスの右岸に着いた。
暁闇の空から月がぼんやりした地上
を照らす。岸は石造りのビルが黒く並
んでいるが、岸辺から階段になって河
水に没している堤をガートと呼び沐浴
の場である。あるガートの岸で明々と
激しく火が燃えている。対岸は200ｍ
もあろうか静寂で何もない。10人乗り
のボートで乗り出す。河面は濁ってい
るが、ゆったりと音もなく流れる。霊
気というより妖気のような。私は河水
を掬って放り投げた。心の厄を落とし、
合掌して感謝と今後の無事を祈った。
　ガートに戻り、先程の火炎に近づい
た。アシュラが説明する。「これは木
材を積み上げた火葬場です。ヒン
ドゥー教徒はみな野外で火葬します。
イスラムは土葬で、これが風習の対立
の元になります」。今火葬中だが、木
材の炎の下から遺体の足が突き出てい
る。こんな場合、野良犬が足首を咥え
て行ってしまうという。遺灰はガンジ

ス河へ流し、魂は自然の中に還る。
日本では大津波で、街と共にアッと

言う間に亡くなる「いのち」。死は何
処でも時を選ばず平等と思う。

ベナレスからアグラへ
次に聖都ベナレスの中心地のヴィ

シュワナート寺院のシヴァ神をみて駅
の近くのバーラト・マーター寺院とい
う寺よりオフィスのような建物で大き
なインドの立体地図を見て、その精巧
さに感心。ドゥルガー寺院は赤い奇麗
な本堂があるが、ヒンドゥー教徒しか
入れない。回廊から見ると凶暴なサル
が多いので要注意。ベナレス・ヒン
ドゥー大学はインド民族文化を総合的
に研究する有名な大学だが、中心地や
ガートの喧騒と違って穏やかな空気が
漂う。
さて今回の旅で最も期待していたベ

ナレスの北東10㎞の、四大仏跡の一つ、
サルナートの町に来た。史跡にちかづ
くと、清浄の雰囲気に身が引き締まる。
芝生の彼方にダメーク・ストゥーバ、
ムルガンダ・クティ寺院、考古学博物
館が見える。
仏跡とブッダ（仏陀）の生涯の解説

は後の章で詳しく述べるが、博物館の
左奥ホールにあるお釈迦様の初転法輪
像は優しく美しい名作であることを特
記する。
ここから空港へ行く途中の道路端に

バスを停めるようアシュラが指示した。
付近は広いが平凡な農作地帯である。
彼はこれから普通の農家を見せると
言って、自動車道路から100ｍ程離れ
た部落へ畦道を案内した。一軒の家で

歩を止めた。土をこねた泥の家。毎年、
洪水が来ると流されるような家。唯一
の道具は手押しポンプの井戸のみ。ア
シュラが声を掛けると上半身ハダカで
青い腰巻きのオヤジがノッソリと出て
来た。すると子どもが５人もハダシで
バラバラと出て来て、母親も出て来た。
アシュラが説明した。「一般に農家で
は、電気、水道、ガスはありません。
もちろん電話、テレビ、新聞のような
通信手段もありません。何の楽しみも
なく、子作りだけが娯楽です（笑い）。
最も深刻なのは学校教育がないことで
す」。車の入らぬ農村は百年以上前の
日本の風景である。
インドを考えるのは「無」から始ま

り「無」に終わるのか。
ベナレス地方に強い印象をもって空

路でデリーへ戻る。
すぐにバスに乗り換え、５時間かか

るというアグラへ出発したのが午後６
時だった。６車線の高速道路と聞いて
いたが、日本と違い平面道路で信号が
ないのはよいが、左右の地域を架け渡
す陸橋もない。デリーを抜けるのに大
渋滞があり、もっと残酷なのはドライ
ブインがない。３時間ぐらいで男性客
が堪り兼ねてアシュラに頼み、４時間
ぐらいでやっと停まった。女性客は添
乗員がどこかへ連れて行ったが、真っ
暗の中で男性は草むらへ立ち小便。旅
行社がトイレ休憩を全然考えていない
のには呆れた。とにかくインフラと社
会システムにまるで関心がない状態だ。
しかしインド人は悠然として焦らない。
午前２時にやっとアグラのホテルに到
着した。 （続く）

ベナレスの裏街 ベナレス貧しい農家
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5
月
の
総
会
に
お
い
て
、
定
年
に
な
り
役
員
職
と
共
に
広
報
委
員
長
職
も
退
任
致
し
ま
し
た
。

12
年
の
長
い
間
の
皆
様
の
ご
協
力
、
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前
任
者
の
伊
藤
健
様
の
急
逝
に
よ
り
、
副
委
員
長
の
私
が
昇
格
し
年
を
経
て
き
ま
し
た
。
最
初
は
会
報

の
原
稿
も
手
書
き
の
覚
え
も
あ
り
ま
す
が
、
長
江
制
作
室
殿
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
に
よ
り
編
集
が
ス

ム
ー
ズ
に
成
り
ま
し
た
。

会
報
創
刊
間
も
な
く
読
売
新
聞
主
催
で
、
全
国
法
人
会
報
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ
り
、
一
等
の
上
の
特
等
に

な
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、
そ
の
プ
ラ
イ
ド
を
懸
命
に
守
っ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
昔
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
立
っ
て
半
畳
、
寝
て
一
畳
、
天
下
取
っ
て
も
二
合
半
」
。
要
す
る
に
豪
邸
を
持
っ
て
も
、
肩
書
を
並

べ
て
も
、
食
事
に
例
を
と
る
と
、
日
に
二
合
半
し
か
食
え
な
い
か
ら
、
あ
く
せ
く
す
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
定
年
に
な
っ
た
負
け
惜
し
み
で
な
い
が
、
人
は
肩
書
で
な
く
「
志
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
定
年
が
あ

り
ま
せ
ん
。
会
報
で
世
界
紀
行
文
を
載
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
そ
の
志
は
「
日
本
が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ

た
理
由
を
探
る
」
こ
と
に
あ
り
、
走
り
回
っ
て
少
し
わ
か
り
ま
し
た
。
日
本
人
は
自
分
を
客
観
化
、
相
対

化
で
き
な
い
と
か
科
学
的
に
な
れ
な
い
と
か
が
特
徴
で
す
が
、
現
状
で
は
感
情
的
で
自
画
自
賛
の
人
が
多

い
な
ど
欠
点
も
あ
り
、
今
後
も
勉
強
さ
せ
て
下
さ
い
。

後
任
委
員
長
の
森
田
さ
ん
は
十
五
店
を
経
営
し
て
い
る
張
り
切
り
マ
ン
で
、
私
よ
り
一
回
り
以
上
も
若

く
安
心
し
て
お
任
せ
で
き
ま
す
。
法
人
会
は
税
制
こ
そ
国
の
支
え
と
い
う
立
場
の
チ
ー
ム
で
す
か
ら
、
そ

の
点
の
充
実
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
会
報
の
発
行
が
年
三
回
で
す
が
、
何
と
か
元
の
自
然
体
の
年
四
回

（
季
刊
）
に
戻
す
方
向
を
考
え
て
下
さ
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。
他
の
委
員
長
と
の
頻
繁
な
連
絡
も
し

て
下
さ
い
。

自
分
で
も
勝
手
な
委
員
長
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
様
、
森
田
さ
ん
を
応
援
願
い
ま
す
。

天
下
取
っ
て
も
二
合
半

藤
間
工
業
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
会
長

広
報
委
員
長　

藤
間
　
敏
雄
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アフラック愛知総合支社
〒451－6029 名古屋市西区牛島町6－1 名古屋ルーセントタワー29階

AF法推・2009－0043－1109525　7月16日

はじめまして

新しいお仲間です ※平成23年9月13日までの入会分（敬称略）

支部名 会　社　名 代表者名 住　　　所 営業種別
御園 ㈱ディスタッフ・イベントス 野 田 富喜由 中区錦1－6－38　錦エムワンビル5F イベント企画運営
御園 シンフォニー㈱ 雪 平 　 円 中区丸の内2－19－25　MS桜通4F ソフト開発
御園 ㈱effect 佐 藤 　 敦 中区錦2－6－13 広告代理店
御園 愛知県木材買方㈿ 渡 邊 佳 彦 中区丸の内2－17－30　ニューマルビル2F 木材原木立会検査
栄西 ㈱ウィングスタッフ 長 瀬 茂 樹 中区栄1－6－14 一般労働者派遣事業
新栄 ㈱メルウェス 内 藤 博 文 中区新栄2－2－1　イノフィス5F ソフトウェア業
新栄 ㈱名古屋リビング新聞社 小 堀 　 誠 中区新栄1－6－15 新聞発行
新栄 ㈱明豊グループ本社 山 口 春 三 中区葵1－27－29 不動産賃貸業
新栄 ㈱明豊トヨペットサービス 山 口 　 忍 中区葵1－27－29 自動車販売
新栄 ㈱キリンダム 山 口 　 忍 中区葵1－27－29 自動車販売
老松 ㈱ベーネ 市 川 武 司 中区千代田5－15－10　野村ビル2･3F 商業施設・企画・デザイン施工
栄東 ミカミ㈱ 中 村 浩 二 海部郡飛島村大字梅之郷字西梅90 運搬業
栄東 社会保険労務士法人 デライトコンサルティング 近 藤 圭 伸 東区泉2－26－4 社会保険労務士業務
栄東 ㈱ワンハンドレッド 木 村 将 人 北区城見通3－13 卸売業
栄東 名南税理士法人 吉 田 　 勤 中区栄3－3－21 税理士業
栄東 ㈱永玉 楊 　 華 梅 中区栄3－35－21 エステサロン
栄東 エコプロJAPAN㈱ 村 澤 　 徹 西区牛島町6－1 名古屋ルーセントタワー40階 植物燃料販売業
栄東 ㈲めぐみこ 山 本 　 惠 中区栄3－27－33　ロータリーマンション栄1F 生花小売販売
栄東 特定非営利活動法人 そら 伊 藤 興 一 南区弥生町223 介護事業
栄東 ㈱パルサー 寺 川 健 仁 東郷町涼松1－1－5 整体業
栄東 ㈲大雄自動車 矢 萩 哲 也 南区道全町4－12 自動車修理
栄東 ㈱NTB 河 合 直 樹 中区栄3－15－4 人材派遣業
大須 ㈲山庄 山 田 高 裕 中区大須4－12－40 プラステック加工
大須 Traditional JAPAN㈱ 中 田 千津子 中区大須2－13－26 物品販売
橘 トウエイ技建㈱ 佐 藤 友 治 中区千代田3－22－9 総合建設業
平和 ㈱MTM 村 澤 　 徹 中区金山1－11－10　金山ハイホーム403 飲食業
正木 ㈱シネマレイ 増 田 勝 彦 中区正木4－8－13　金山フクマルビル6F 映像製作
松原 ㈲A&A 森 部 泰 司 中区橘1－17－28 飲食店・探偵業・結婚相談所
錦三 ㈱ダイアモンド　クオリティ 浜 口 　 武 中区錦3－4－13　第43オーシャンビル2F 人材サービス
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第115回理事会
▶8月5日㈮
議事
①議事録署名人選任の件
② 公益認定法人移行申請書提出承認の件
③会員増強運動推進の件
□於東京第一ホテル錦 出席者97名

正副会長会
▶7月6日㈬
公益認定法人移行について
委員会委員の選定について
新規事業企画について
《笑顔であいさつ運動》
創立総会・記念事業について
区役所合同事業について
□於事務局会議室 出席者11名
▶7月19日㈮
創立総会・記念事業について
区役所合同事業について
当面の諸問題について
□於事務局会議室 出席者11名

平成23年度改正税法の
重要ポイント
▶7月19日㈫　▶7月20日㈬
▶7月22日㈭
講師　名南税理士法人
統括代表社員　吉田　勤　氏
代表社員　　　木村　健一氏
税理士　　　　山田　瞳　氏
□於昭和ビル9Fホール 参加者235名

決算期別研修会（7～9月期）
▶7月29日㈮
□於昭和ビル9Fホール 参加者36名

パソコン活用セミナー
▶8月17日㈬　▶8月18日㈭
▶8月25日㈭　▶8月26日㈮
▶8月29日㈪　▶8月30日㈫
▶8月31日㈬
□於昭和ビル9Fホール 参加者延128名

第17回やさしい法人税セミナー
▶9月5日㈪0　▶9月12日㈪
▶9月22日㈭　▶9月28日㈭
▶10月5日㈭　▶10月12日㈭
講師　税理士　元熱田税務署長
中京大学大学院経済学研究科講師
赤堀　聰氏
□於昭和ビル9Fホール 参加者延342名

▶9月7日㈬
講師　東京大学名誉教授
　　　養老　孟司氏
演題『面白く生きる道しるべ』
□於中京大学文化市民会館

参加者1,269名　当会264名

広報委員会　法人会だより取材
▶8月25日㈭
「署長インタビュー」
名古屋中税務署長　戸塚　伸久氏
 参加者6名
▶8月31日㈬
「お時間拝借」
株式会社　松河屋
代表取締役社長　西野　嘉高氏
 参加者6名
▶9月14日㈬
「この人」
前愛知県知事
愛知県芸術文化センター総長
神田　真秋氏 参加者6名

第46回事業委員・
支部事業委員合同会議
▶6月9日㈭
議事
新規社会貢献事業企画について
《笑顔であいさつ運動》
中区役所との合同事業について
創立記念事業について
事業活動推進について
《みんなに笑顔をクラウンがやっ
てきた》
活動研究セミナー発表会について
支部事業の計画・実施状況について
□於事務局会議室 参加者17名

第47回事業委員・
支部事業委員合同会議
▶7月12日㈫
議事
中区役所との合同事業について
創立記念事業について
活動研究セミナー発表会について
支部事業の計画・実施状況について
□於事務局会議室 参加者17名

第42回厚生委員会・
福利厚生制度推進連絡協議
▶8月26日㈮
議事
福利厚生事業の推進状況の件
福利厚生制度の利用状況の件
会員増強運動推進の件
□於喜多八 参加者17名

組織委員・支部長合同会議
▶9月1日㈭
議事
会員増強運動推進の件
福利厚生事業推進の件
福利厚生制度の利用状況の件
□於木曽路錦店 参加者44名

《みんなに笑顔を、クラウンがやってきた！》
▶6月15日㈬
□於学校法人「愛知県立養護学校」

入場者220名　参加者4名
▶7月22日㈮
□於認知症対応型共同生活介護施設
　「グループホーム　ハピネス守山」
　「グループホーム　ハピネス吉根」

入場者  67名　参加者3名
▶8月4日㈭
□於 社会福祉法人 
中区介護保険事業所

「ディサービスセンターなか」
入場者  77名　参加者4名

▶8月10日㈬
□於社会福祉法人　九十九会
　特別養護老人ホーム
　「ユートピアつくも」

入場者 120名　参加者4名

議事（共通）
会員増強運動推進の件
福利厚生制度推進の件
福利厚生制度の利用状況の件
報告事項
e-Tax操作法研修会について
支部事業の実施・計画について
名古屋中税務署人事異動について

大須支部役員会
▶9月9日㈮
□於ローズコートホテル 出席者18名

錦三丁目役員会
▶9月13日㈫
□於たての街 囲み屋 出席者18名

栄西支部役員会
▶9月15日㈭
□於名古屋ガーデンパレス 出席者21名

栄東支部役員会
▶9月16日㈮
□於蔦茂 出席者28名

新栄支部役員会
▶9月16日㈮
□於丸小本店 出席者19名

平和支部役員会
▶9月20日㈫
□於事務局会議室 出席者18名

御園支部役員会
▶9月21日㈬
□於事務局会議室 出席者12名

橘支部　施設見学
▶4月27日㈬
メーテレ訪問
「実感！地デジの現状と未来」
講師　名古屋テレビ放送㈱
　　　メディアコンテンツ事業局
　　　コンテンツ事業部副部長
　　　三浦　武人氏

参加者40名

栄東・栄西支部・地域社会貢献事業
▶5月15日㈰
栄ミナミ音楽祭＆名古屋の古い文
化を楽しむ会
邦楽舞踊　名妓連の舞妓と芸妓
名古屋の語り部　深田　正雄氏
□於料亭・蔦茂 参加者42名

栄東支部・地域社会貢献事業
▶6月21日㈫
「2011年、震災復興をかけた今後、
如何に生きるか」
講師：大田　昌和氏
　　　伊庭　夢希実様
□於栄東急イン 参加者22名

東部三支部合同・地域探訪
（新栄・老松・千早支部）
▶6月28日㈫
～世界文化遺産 比叡山延暦寺巡拝
と根本中堂での講話～ 参加61名

栄東支部・史跡探訪
▶7月7日㈭
お江～小谷城と竹生島、長浜歴史
ドラマ館見学 参加者23名

錦三丁目、御園、栄東支部共同参加
地域社会貢献事業
▶8月20日㈯　▶8月21日㈰
第59回広小路夏まつり「昇龍みこ
し・みこしクイーン2011」
□於広小路通り・朝日神社

参加者350名　人出30万人

錦三丁目支部事業・地域社会貢献事業
▶9月24日㈯
《名古屋市児童養護施設（12施設）
の児童を名古屋市科学館・プラネ
タリウムに招待》

招待者170名　参加者10名

理事会

研修会

支部事業

市内合同講演会

委員会 社会貢献事業

支部役員会

第1 広報 《みんな 橘支

大須

錦三

栄西

栄東

新栄

平和

御園

第4

第47

第4

組織

正副

平成

パソ

第17

決算

栄東

栄東

東部

栄東

錦三丁

錦三丁
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会員開発委員会第一回事業
新入会員オリエンテーション
▶7月14日㈭
「知識・仲間・経験を増やそう！」
～知れば知るほど楽しい法人会～
講師　専務理事　清水　正彌氏
□於昭和ビル9Fホール 参加者40名

税務研修委員会事業
▶8月24日㈬
青年部会ボウリング大会
□於スポルト名古屋

参加者　税務署12名
会員39名

一般研修委員会第一回事業
▶9月14日㈬
『知事時代を振り返って』
～社会が豊かであり続けるために～
講師：愛知芸術文化センター総長
　　　前愛知県知事
　　　神田　真秋氏
□於名古屋クレストンホテル 参加者44名

理事会
第1回理事会
▶4月19日㈫
□於名古屋東急ホテル 出席者28名
第2回理事会
▶5月19日㈭
□於事務局会議室 出席者25名
第3回理事会
▶7月5日㈫
□於事務局会議室 出席者18名
第4回理事会
▶9月22日㈭
□於ラ・グランターブルドゥ キタムラ

出席者25名

新緑女性講座
▶6月24日㈫
講師：名古屋中税務署
　　　法人課税第一統括官
　　　栢原　弘行氏
演題：「税のみかたPARTⅡ」
□於丸小本店 出席者34名

秋の教養講座
▶9月16日㈭
講師：陶芸家　北大路魯山人の孫
　　　北大路　泰嗣　氏
演題：「祖父・北大路魯山人～
　　　料理とゆかりの器について」
□於ラ・グランターブルドゥ キタムラ

出席者59名

行 事 メ モ 2

第4回・役員会予定者会議
▶4月7日㈭
□於名古屋クレストンホテル 出席者35名

第1回・役員会
▶4月21日㈭
□於名古屋クレストンホテル 出席者32名

第2回・役員会
▶5月19日㈭
□於名古屋クレストンホテル 出席者27名

第3回・役員会
▶7月21日㈭
□於名古屋クレストンホテル 出席者25名

第4回・役員会
▶9月8日㈭
□於名古屋クレストンホテル 出席者27名

地域貢献委員会
▶5月14日㈯
「グリーンクリーンウオーキング」
特別参加
名古屋市環境局キャラクター
《シャチのジュンチャン》撮影会
「楽しく学ぼう！税金クイズ」
□於名古屋市中区周辺 出席者34名

税務研修委員会
▶6月7日㈫
～税務調査官が語る最近の調査事例～
パネルディスカッション
パネラー
名古屋中税務署　担当官4名
青年部会長・税務研修委員長
コーディネーター
CBCアナウンサー　西村　俊仁氏
□於愛知県芸術文化センター会議室

参加者93名

会員交流委員会第一回事業
（経営研究会　共催）
▶6月22日㈬
「時代の流れに乗り遅れるな！」
～TwitterとFacebookを使いこな
せ～
□於The Opere（オペラ） 参加者97名

第2回研修会
▶7月22日㈮
自分と人を幸せにするハグニケーション
フラダンスショー
講師：ハグ協会　会長　
　　　高木　さと子氏
　　　カ マル ラニ
　　　千田　初子氏
□於クラブアッシュ 参加者57名

総務委員会
▶7月21日㈭
□於全法連会館 出席者1名

モデル単位会勉強会
▶8月26日㈮
□於全法連会館 出席者1名

第23回定時総会
9月6日（火）
□於名鉄グランドホテル 出席者4名

第1回準備委員会
□於大同生命ビル 出席者2名

第23回通常総会
▶6月17日㈮
□於名鉄ニューグランドホテル 出席者16名

第64回理事会、理事・委員
合同会議
▶8月3日㈬
□於名古屋マリオットアソシアホテル

出席者13名
専務理事会議　▶6月20日㈪
税制委員会　　▶7月19日㈭
事業委員会　　▶7月25日㈪
総務委員会　　▶7月27日㈬
厚生委員会　　▶8月9日㈫
組織委員会　　▶8月10日㈬
専務理事会議　▶8月18日㈭
広報委員会　　▶8月22日㈪
専務理事・情報交換会
　　　　　　　▶8月23日㈫
税制委員会　　▶9月15日㈭
専務理事・PCA会計ソフト研修会
厚生委員会　　▶10月5日㈬
□於大同生命ビル6F会議室

出席者　各会1名

定例総会
▶6月8日㈬
□於名古屋中税務署会議室 出席者3名

「暮らしの中の税金展」
第一回実行委員会
▶8月23日㈫
□於名古屋中税務署会議室 出席者3名

「税務なか」第一回編集委員会
▶8月23日㈫
□於名古屋中税務署会議室 出席者1名

第二回・定例会
▶9月26日㈫
□於名古屋中税務署会議室 出席者2名

「税務なか」第ニ回編集委員会
▶9月26日㈫
□於名古屋中税務署会議室 出席者1名

青年部会

委員会事業

会員
新

税務

一般

第2

総務

定例

「暮ら

「税務

第二

「税務

モデ

第23

第1

第2

第64

第4回

第1

第2回

第3

第4回

地域

税務

会員

理事

新緑

秋の

女性部会

経営研究会

全国法人会総連合

名古屋中税務連絡協議会

東海法人会連合会

愛知県法人会連合会
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社団法人 名古屋中法人会 中法人会だより〔なか〕2011秋号 VOL.147

http://www.meinaka-hojinkai.or.jp
e-mail naka1@meinaka-hojinkai.or.jp

■発行人／広報委員長　森田 文二

生きるとは？
日本人の常識・非常識を問う。
東京大学名誉教授　養老孟司氏が市内法人会合同
講演会で、「面白く生きる道しるべ」と題して語りました。
講演録は新春号でご紹介します。
お楽しみに。

新
春
号
予
告

哀　悼

髙橋　幸美様　平成23年9月8日逝去　64歳
日本エンジン株式会社  代表取締役会長
社団法人名古屋中法人会  副会長

髙橋様は平成13年より逝去される直前まで、親会副
会長として事業計画を主導され、衷心より感謝申し上
げます。ありがとうございました。
今年3月の東海法人会連合会での元気なお姿、5月の
当会の通常総会ではステージであいさつされ、いずれ
も髙橋様の素敵な笑顔を拝見して喜んでいました｡ 
念願であった来年の公益社団法人設立を見ずに逝去
されましたが、それ以上に、私たちは大切なお仲間を
失い本当に残念でなりません。
ここに謹んで哀悼の意を表します。

参加率150％以上達成 税法・税務研修参加率60％以上達成 法人会福利厚生制度新規加入目標達成
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